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“小さくても輝く村”を目指して
人口と世帯（平成18年4月1日現在）1,758世帯（－5）男2,831人（－22）女2,958人（－17）計5,789（－39）

（3/30摺渕生活改善センター）

最後の卒園式
23年間､地域･学校と密着した保育を行ってきた摺渕へ

き地保育所は､平成17年度をもって閉所となりました。



の
実
現
性
を
よ
り
高
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、
別

途
作
成
し
ま
す
。

第
三
次
片
品
村
総
合
計
画
で
は
、

村
民
と
行
政
と
の
協
働
を
基
本
に
、

将
来
像
を
『
片
品
村
・
尾
瀬
の
郷
構

想
―
�　
小
さ
く
て
も
輝
く
村
�
を
目

指
し
て
―
』
と
し
、
次
の
五
つ
の
柱

を
た
て
て
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

基
本
構
想

一
　
村
民
・
行
政

自
主　
・　
自
立
の
村
づ
く
り
の
た
め
に

村
民
が
村
と
連
携
し
て
活
発
に
村

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
主

財
源
の
強
化
と
行
財
政
の
ス
リ
ム

化
・
効
率
化
を
図
り
、
自
主
・
自
立

の
村
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

二
　
保
健
・
福
祉

誰　
も　
が　
安　
心　
し　
て　
暮　
ら　
せ　
る　
た　
め　
に　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も

が
健
康
に
、
共
に
支
え
あ
っ
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

三
　
教
育
・
文
化

豊
か
な
心
を
育
む
た
め
に

次
代
の
村
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生

涯
を
通
し
て
学
び
、
感
動
や
楽
し
み

に
あ
ふ
れ
た
、
心
豊
か
で
元
気
な
村

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

四
　
環
境
・
安
全

快
適
で
安
全
な
生
活
の
た
め
に

尾
瀬
湿
原
を
は
じ
め
、
美
し
い
花

に
あ
ふ
れ
た
自
然
の
中
で
、
持
続
的

発
展
が
可
能
な
、
快
適
で
安
全
、
便

利
な
村
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

五
　
産
業

資
源
を
活
か
し
た
活
気
あ
る
村

づ
く
り
の
た
め
に

高
原
野
菜
や
果
物
な
ど
の
生
産
、

尾
瀬
や
温
泉
、
農
業
、
ス
キ
ー
場
な

ど
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
体
験
・

滞
在
・
反
復
型
の
観
光
な
ど
、
活
気

の
あ
る
産
業
の
村
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

そ
の
他

こ
の
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
村
民
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
等
で
様
々
な
ご
意
見
提

言
を
い
た
だ
い
た
皆
様
、
そ
し
て
、

総
合
計
画
審
議
会
委
員
並
び
に
、
村

議
会
議
員
の
方
々
に
心
か
ら
厚
く
お

礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
本
広
報
に
は
総
合
計
画
の

概
略
を
載
せ
ま
し
た
が
、
近
日
中
に

総
合
計
画
を
全
戸
に
配
布
す
る
予
定

で
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

片
品
村
は
、
平
成
八
年
度
を
初
年

度
と
す
る
第
二
次
総
合
計
画
を
策
定

し
、「
花
の
谷
構
想
―
遙
か
な
る
花

の
谷
　
微
笑
み
の
住
む
郷
に
」
を
将

来
像
と
し
て
描
き
、
人
と
自
然
を
大

切
に
す
る
村
づ
く
り
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
間
、
社
会
経
済
情
勢
等

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
第
二
次

総
合
計
画
に
基
づ
き
着
実
に
事
業
を

進
め
、
多
く
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
豊
か
な
成
熟
時
代
へ
の

移
行
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
バ
ブ
ル

経
済
崩
壊
に
続
く
長
期
の
不
況
に
加

え
、
地
方
分
権
と
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
、
本

村
は
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
よ
う
な
建

物
な
ど
の
施
設
整
備

中
心
の
時
代
か
ら
、

地
元
資
源
の
活
用
や

地
域
の
人
と
の
協
働

な
ど
ソ
フ
ト
中
心
の

時
代
へ
の
転
換
期
で

す
。第

三
次
総
合
計
画

で
は
、
今
ま
で
進
め

て
き
た
施
策
を
基
礎

と
し
、
村
民
と
行
政

と
の
協
働
を
基
本
と

し
、
新
た
な
村
づ
く

り
の
仕
組
み
を
造
り

上
げ
る
こ
と
の
必
要

性
を
認
識
し
な
が
ら

村
の
将
来
方
向
を
明

ら
か
に
し
、
そ
れ
に

向
か
う
十
年
間
の
具

体
的
な
施
策
を
計
画

的
・
効
率
的
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。こ

の
計
画
の
指
針
は
、
片
品
村
の

十
年
後
の
将
来
像
と
主
な
施
策
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、「
村
民

と
行
政
の
協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
」

に
お
け
る
片
品
村
の
行
動
指
針
を
表

し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
国
・
県
・

広
域
圏
等
の
事
業
と
の
調
整
・
連
携

の
た
め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
の
構
成
は
、
基
本
構
想
、

基
本
計
画
、
実
施
計
画
の
三
つ
の
内

容
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
期
間
は
、
平
成
十
八

年
度
を
初
年
度
と
し
、
平
成
二
十
七

年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
十
年
間
と

し
ま
す
。

基
本
構
想

基
本
構
想
で
は
、
村
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
基
本
理
念
と
、
片
品

村
が
め
ざ
す
将
来
像
を
示
し
、
こ
の

実
現
に
向
け
て
の
施
策
体
系
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。

基
本
計
画

基
本
計
画
で
は
、
基
本
構
想
に
基

づ
き
、
具
体
的
な
施
策
を
示
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
計
画
の
具
体
化
に
努
め
、

主
な
施
策
、
主
な
事
業
、
担
当
課
を

示
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
基
本
計
画
は
概
ね
五
年
で
、

前
期
の
施
策
の
到
達
度
を
評
価
し
後

期
の
施
策
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

実
施
計
画

実
施
計
画
で
は
、
基
本
計
画
で
示

し
た
計
画
の
具
体
的
な
施
策
を
三
か

年
ご
と
の
計
画
で
位
置
づ
け
ま
す
。

財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
毎
年
見

直
し
を
図
る
方
式
を
と
り
、
単
年
度

ご
と
に
編
成
さ
れ
る
予
算
と
連
動
さ

せ
て
、
実
施
す
る
施
策
や
主
要
な
事

業
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
総
合
計
画
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片品村・尾瀬の郷構想“小さくても輝く村”を目指して

計
画
策
定
の
趣
旨

総
合
計
画
の
指
針

総
合
計
画
の
構
成

総
合
計
画
の
期
間

総
合
計
画
の
内
容

片
品
村
の
将
来
像

図書室カレンダー
読んでみませんか

『陰日向に咲く』
劇団ひとり 著

戸倉ダムの報告について
村　長　千明金造

戸倉ダム建設事業につきましては、平成1 5年

1 2月国が正式に事業の中止を決定して以来、当村

といたしまして、これまでの村及びに地域住民の

協力体制に対し、ダム建設撤退にあたり、地域振

興への悪影響が生じないよう十分な事後処理対策

を講じると共に、村がこれまでダム対策のために

要してきた費用についての補償を国及び水資源機

構に対し要望してまいりました。

その中で、水資源機構から鎌田半瀬地区にあり

ます戸倉ダム建設所庁舎を村に譲渡したいという

話がありましたので、その利用方法について検討

しましたが、建物については所有することで更に

維持管理費も増加すると共に、建物の形態からし

て、現状の状態での利活用は難しいと判断いたし

ました。

また、現在ある公有施設の中に休館している施

設もあるため、それらを有効利用すれば十分対応

出来るものと考え譲渡を受けないことと致しまし

た。なお、平成1 7年度限りで水資源機構戸倉ダム

建設所が撤退をする中で、片品村への補償として

次のような内容でお互い確認を致しました。

記

1. 戸倉ダム建設推進の協力に対して、村に平成

1 6年度、1 7年度２カ年で3 5 , 0 0 0千円を支払

う。

2. 施設等の引渡しに当たって生ずる負担として、

村に28,200千円を支払う。

3. 平成1 8年度水資源機構の職員１名を片品村に

派遣する。

4. 機構が実施した施設等の相談窓口として、機構

職員２名を水資源機構沼田総合管理所内に置

く。

村民の皆さんには、今日までの戸倉ダム建設の

ためのご協力に対し深く感謝を申し上げますと共

に、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

日 月 火 水 木 金 土

5/1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

＊午後1時30分～5時30分開室
＊ はお休みです。
＊□はみやま号巡回です。

劇団ひとりの処女作。短編小説かと思ったら、それ
ぞれの登場人物が、うまく重なって出てくる、人物描
写が実におもしろく、苦く笑えて、ちょっとほろっと
する。お笑い芸人の小説だけあって、必ずオチがつい
てくるところが、楽しいおまけのようだ。
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款
村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金
地 方 消 費 税 交 付 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債

歳　入　合　計

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
21.

（単位：千円）

（単位：千円）

歳入では、村税、地方交付税、繰入金等が減額となっています。又、国庫
支出金、村債等が増額となり全体で１億６千３百万円の減額となっています。

歳出では、農林水産業費、教育費、公債費等が減額となっています。又、
総務費、衛生費、土木費等が増額となっています。

本年度予算 前年度予算 比較増減 伸　　率
4 7 1 , 1 4 9 5 1 5 , 4 4 7 △4 4 , 2 9 8 △8 . 6％　
1 0 6 , 0 0 0 9 0 , 0 0 0 1 6 , 0 0 0 1 7 . 8％　

2 , 0 0 0 3 , 0 0 0 △1 , 0 0 0 △3 3 . 3％　
3 0 0 3 0 0 0 0 . 0％　
1 5 0 1 5 0 0 0 . 0％　

5 0 , 0 0 0 5 0 , 0 0 0 0 0 . 0％　
4 0 , 0 0 0 4 0 , 0 0 0 0 0 . 0％　

3 , 0 0 0 3 , 0 0 0 0 0 . 0％　
3 , 5 0 0 7 , 0 0 0 △3 , 5 0 0 △5 0 . 0％　

1 , 4 5 0 , 0 0 0 1 , 5 5 0 , 0 0 0 △1 0 0 , 0 0 0 △6 . 5％　
1 , 6 0 0 1 , 6 0 0 0 0 . 0％　

6 8 , 7 5 1 6 8 , 8 9 3 △1 4 2 △0 . 2％　
2 3 , 8 4 2 2 4 , 7 9 7 △9 5 5 △3 . 9％　

2 1 8 , 9 4 4 1 1 6 , 5 1 5 1 0 2 , 4 2 9 8 7 . 9％　
3 2 9 , 6 4 9 4 0 1 , 0 0 1 △7 1 , 3 5 2 △1 7 . 8％　

6 , 0 1 1 3 , 4 1 1 2 , 6 0 0 7 6 . 2％　
1 1 0 0 . 0％　

1 1 8 , 8 5 5 1 9 5 , 2 5 8 △7 6 , 4 0 3 △3 9 . 1％　
9 0 , 0 0 0 9 0 , 0 0 0 0 0 . 0％　

1 4 7 , 2 4 8 1 6 3 , 6 2 7 △1 6 , 3 7 9 △1 0 . 0％　
2 9 7 , 0 0 0 2 6 7 , 0 0 0 3 0 , 0 0 0 1 1 . 2％　

3 , 4 2 8 , 0 0 0 3 , 5 9 1 , 0 0 0 △1 6 3 , 0 0 0 △4 . 5％

款
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出
予 備 費

歳　出　合　計

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.

本年度予算 前年度予算 比較増減 伸　　率
7 4 , 4 7 7 8 5 , 0 6 9 △1 0 , 5 9 2 △1 2 . 5％

5 4 7 , 2 7 3 5 2 8 , 4 1 2 1 8 , 8 6 1 3 . 6％
4 8 6 , 7 1 7 5 0 2 , 0 1 3 △1 5 , 2 9 6 △3 . 0％
4 2 8 , 0 6 5 4 1 6 , 2 4 7 1 1 , 8 1 8 2 . 8％

8 7 8 0 7 8 . 8％
3 0 3 , 4 3 3 4 0 7 , 1 6 4 △1 0 3 , 7 3 1 △2 5 . 5％

7 8 , 1 5 3 1 0 5 , 7 8 0 △2 7 , 6 2 7 △2 6 . 1％
5 4 8 , 1 7 8 3 2 6 , 5 4 9 2 2 1 , 6 2 9 6 7 . 9％
1 3 7 , 8 1 9 1 5 5 , 9 4 9 △1 8 , 1 3 0 △1 1 . 6％
3 2 1 , 9 8 1 5 4 0 , 0 9 3 △2 1 8 , 1 1 2 △4 0 . 4％

1 3 1 0 6 △9 3 △8 7 . 7％
4 6 7 , 2 0 4 4 9 1 , 4 3 8 △2 4 , 2 3 4 △4 . 9％

3 3 , 6 0 0 3 0 , 1 0 0 3 , 5 0 0 1 1 . 6％
1 , 0 0 0 2 , 0 0 0 △1 , 0 0 0 △5 0 . 0％

3 , 4 2 8 , 0 0 0 3 , 5 9 1 , 0 0 0 △1 6 3 , 0 0 0 △4 . 5％

（単位：千円）

特 別 会 計 名
国民健康保険特別会計
老 人 保 健 特 別 会 計
簡易水道事業特別会計
観光施設事業特別会計
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出
介 護 保 険 特 別 会 計
下水道事業等特別会計

本年度予算 前年度予算 比較増減 伸　　率
6 4 7 , 0 8 6 6 5 9 , 5 1 3 △1 2 , 4 2 7 △1 . 9％
6 4 5 , 2 1 8 6 1 6 , 0 8 2 2 9 , 1 3 6 4 . 7％
1 1 6 , 8 1 3 1 0 6 , 3 2 0 1 0 , 4 9 3 9 . 7％

3 7 2 , 8 8 1 4 0 4 , 1 8 8 △3 1 , 3 0 7 △7 . 7％
3 7 2 , 8 5 4 4 0 1 , 6 0 0 △2 8 , 7 4 6 △7 . 2％

0 0 0 0 . 0％
4 8 , 3 5 7 7 4 , 2 4 7 △2 5 , 8 9 0 △3 4 . 9％

2 9 6 , 0 7 3 2 5 6 , 0 0 0 4 0 , 0 7 3 1 5 . 7％
1 8 7 , 3 1 7 2 6 2 , 1 1 3 △7 4 , 7 9 6 △2 8 . 5％

歳　入歳　入

歳　出歳　出

平成18年度特別会計予算

※平成１８年度から農業集落排水事業特別
会計と下水道事業特別会計を統合し、下水
道事業等特別会計になります。

平成1 8年度の一般会計及び特別会計の予算は3月9日開会の定例村議会において、きめ細

かい審議の末3月1 7日原案どおり可決いたしました。一般会計の予算は3 4億2千8百万円

で前年度に比べ4.5％の減となりました。

平成18年度の村の予算が決まりました。

景
気
低
迷
が
続
く
中
、
新
年
度
予

算
が
前
年
に
比
べ
四
・
五
％
と
大
幅

な
減
少
と
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
行
政
は
も
ち
ろ
ん
、
村
民

も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
一
致
協
力

し
合
い
素
晴
ら
し
い
片
品
村
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

十
七
年
度
に
比
べ
四
・
五
％
減
と

い
う
と
約
一
億
六
千
万
円
。
村
民
一

人
あ
た
り
約
二
万
七
千
円
の
節
約
で

あ
り
、
一
世
帯
だ
と
約
十
万
円
に
も

な
り
ま
す
。
知
恵
を
出
し
合
っ
て
物

を
大
事
に
人
が
育
つ
、
魅
力
あ
る
村

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

新
年
度
予
算
に
思
う

戸　倉
萩原壮児さん

須賀川
星野洋子さん

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
未
納

と
な
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
群
馬

社
会
保
険
事
務
局
が
委
託
し
た
会
社

が
電
話
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
の
ご

案
内
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員

及
び
国
で
任
用
し
た
国
民
年
金
推
進

員
が
、
国
民
年
金
制
度
の
ご
案
内
や

保
険
料
の
収
納
の
た
め
各
家
庭
を
訪

問
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
電
話
に
よ
る
ご
案
内
や
各

家
庭
へ
の
訪
問
は
、
平
日
だ
け
で
は

な
く
、
土
・
日
や
夜
間
に
も
し
て
い

ま
す
。

大
事
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ
な

い
た
め
に
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納

め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

・
渋
川
社
会
保
険
事
務
所

1
０
２
７
９
―
２
２
―
１
６
１
１

又
は
、
群
馬
社
会
保
険
事
務
局

1
０
２
７
―
２
５
４
―
３
２
６
６

国
民
年
金
保
険
料

納
付
の
ご
案
内
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三
月
六
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、

有
楽
町
電
気
ビ
ル
内
ふ
る
さ
と
情
報

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
片
品
村
景
観
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
「
今
残
し
た
い
片
品
の

景
観
写
真
展
」
入
賞
作
品
の
展
示
と

観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
電
気
ビ
ル
は
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
か

ら
徒
歩
三
分
、
丸
の
内
オ
フ
ィ
ス
街

か
ら
も
立
ち
寄
れ
る
位
置
に
あ
り
、

訪
れ
る
お
客
さ
ん
は
会
社
員
の
方
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
五
日
間
の
入

館
者
は
２
４
２
４
人
で
、
展
示
の
写

真
も
好
評
で
し
た
。

三
月
一
日
（
水
）
に
、
婦
人
会
役

員
十
九
名
で
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
も
、
摺
渕
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
桜
花
苑
を
訪
問
し
、
六
支
部

役
員
に
よ
る
踊
り
「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン

バ
Ⅱ
」
の
披
露
や
お
年
寄
り
の
方
と

一
緒
に
懐
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
を
歌

っ
た
り
、
手
遊
び
を
し
た
り
交
流
を

行
い
ま
し
た
。
入
所
者
の
皆
さ
ん
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
来
て
い
る
お
年
寄

り
の
方
々
が
私
た
ち
の
未
熟
な
歌
に

あ
わ
せ
一
生
懸
命
に
拍
手
を
し
て
下

さ
り
感
激
し
ま
し
た
。

お
忙
し
い
な
か
丁
寧
に
対
応
く
だ

さ
い
ま
し
た
施
設
職
員
の
皆
様
大
変

あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
二
十
八
（
火
）
に
は

村
内
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
者
激
励

訪
問
も
行
い
ま
し
た
。

（
片
品
村
婦
人
会
）

三
月
三
日
に
東
京
都
日
本
消
防
会

館
内
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
「
平
成
十
七
年
度
消
防
功
労
者

消
防
長
官
表
彰
式
」
に
お
い
て
、
永

年
の
消
防
・
防
災
活
動
が
評
価
さ

れ
、
片
品
村
消
防
団
の
歴
史
上
初
め

て
「
消
防
長
官
表
彰
旗
」
を
受
賞
い

た
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
消
防
庁
長
官
及
び
総
務
副

は
じ
め
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
概
略
を
説
明

い
た
し
ま
す
。

心
肺
が
停
止
し
一
刻
も
早
く
心
肺
蘇

生
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

（
心
停
止
か
ら
除
細
動
施
行
ま
で
の

生
存
退
院
率
で
は
、
除
細
動
が
一
分

遅
れ
る
ご
と
に
生
存
退
院
の
出
来
る

可
能
性
は
七
〜
一
〇
％
減
少
）、
従

来
の
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
蘇
生
法

と
合
わ
せ
、
救
命
率
を
上
げ
る
機
器

で
す
。
い
わ
ゆ
る
、「
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
る
機
器
」
で
す
。

片
品
村
消
防
団
で
は
、
団
員
を
対

象
と
し
た
普
通
救
命
講
習
・
救
急
法

講
習
の
為
、
一
台
購
入
い
た
し
ま
し

た
。
常
時
、
役
場
総
務
課
に
配
備
し

て
お
き
ま
す
の
で
、
緊
急
時
に
は
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
消
防
団

が
使
用
し
て
い
る
場
合
を
除
く
）

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、

普
通
救
命
講
習
及
び
救
急
法
の
講
習

を
受
講
し
て
お
く
こ
と
が
好
ま
し
い

で
す
。

大
臣
よ
り
日
頃
の
消
防
・
防
災
活
動

に
対
し
、
労
い
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
表
彰
旗
を
授
与
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

先
月
の
（
財
）
日
本
消
防
協
会
表

彰
の
竿
灯
綬
に
引
き
続
き
表
彰
旗
を

受
賞
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
に
名
誉

な
こ
と
で
す
。
今
後
は
、
よ
り
一
層

の
災
害
の
防
除
と
消
防
力
の
強
化
に

努
め
て
、
住
民
の
方
々
に
今
以
上
に

信
頼
さ
れ
る
消
防
団
と
し
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

一
月
二
十
日
か
ら
三
月
十
二
日
ま

で
、
片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
公
演
を
行
っ
た
ザ
・
ヤ
ン
グ
ア
メ

リ
カ
ン
ズ
は
、
全
二
十
回
の
片
品
公

演
を
終
え
て
片
品
村
を
後
に
し
ま
し

た
。公

演
期
間
中
、
も
う
一
つ
の
目
的

で
あ
る
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
ツ
ア
ー

（
参
加
者
と
作
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
）

を
浦
安
市
と
世
田
谷
区
で
行
い
、
三

月
十
二
日
の
最
終
公
演
に
は
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
ツ
ア
ー
参
加
者
も
東
京
方

面
か
ら
大
勢
駆
け
つ
け
、
大
歓
声
の

中
幕
が
降
り
ま
し
た
。

有
楽
町
で
『
景
観
写
真
展
』
開
催

Ｙ
Ａ

ヤ　
ン　
グ　
ア　
メ　
リ　
カ　
ン　
ズ　

全
二
十
回
公
演
を
終
え
る

婦
人
会
老
人
ホ
ー
ム
訪
問

表
彰
旗
を
受
賞
し
ま
し
た
！

Ａ
Ｅ
Ｄ　
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
配
備
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
十
二
月
、
戸
倉
ダ
ム

建
設
の
中
止
が
決
定
さ
れ
、
水
資
源

機
構
戸
倉
ダ
ム
建
設
所
が
平
成
十
七

年
度
限
り
で
撤
退
す
る
こ
と
に
併
せ

て
片
品
村
戸
倉
ダ
ム
対
策
委
員
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

当
委
員
会
は
戸
倉
ダ
ム
の
建
設
整
備

促
進
と
地
域
振
興
等
を
目
的
に
昭
和

五
十
八
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
ダ
ム
建
設
中
止
に
伴
う

事
業
説
明
と
水
資
源
機
構
か
ら
後
処

理
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
最
後

の
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ダ
ム
中
止
の
対
応
と
し
て
、

関
係
地
域
に
な
る
べ
く
影
響
の
な
い

よ
う
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

が
平
成
二
十
年
度
ま
で
の
計
画
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
戸
倉
ダ
ム
」
と

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

の
お
知
ら
せ

コ
ー
チ

ン
グ
と
い

う
手
法
を

も
と
に
し

た
「
親
と

子
の
関
係

づ
く
り
」

を
テ
ー
マ

に
鈴
木
結

子
氏
に
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

・
子
ど
も
に
対
し
て
の
態
度
が
言
わ

れ
た
と
お
り
で
す
。
子
ど
も
を
安

心
さ
せ
て
な
か
っ
た
り
、
聞
い
て

い
な
い
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な

い
こ
と
を
ず
っ
と
し
て
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。
性
格
上
、
ガ
ラ
ッ
と

か
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
少
し
ず
つ
か
わ
っ
た
ら
な
あ

と
思
い
ま
す
。

・
私
は
、
自
分
の
子
ど
も
が
保
育
園

の
こ
と
を
あ
ま
り
話
さ
な
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
今
日
の
話
を
聞

い
て
、
自
分
に
も
原
因
が
あ
っ
た

ん
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

・
短
い
時
間
で
し
た
が
、「
ハ
ッ
」

と
し
た
こ
と
や
、「
考
え
さ
せ
ら

れ
た
」
こ
と
が
あ
り
、
大
変
有
意

義
で
し
た
。

子
育
て
講
座

南
小
学
校
会
場
　
３
月
３
日

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
は
、
平
成
三
年

十
二
月
に
発
足
以
来
、
今
年
で
十
五

年
目
を
迎
え
ま
す
。
村
内
各
地
区
の

の
お
祭
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
片
品
村
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
役
立
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
増
え
て
舞

台
で
は
人
気
の
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
二
月
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
、
第
六
十
一
回
国
民
体
育
大
会
冬

季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
（
尾
瀬
国
体
）

の
開
会
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

全
国
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
選

手
・
役
員
の
皆
様
の
前
で
演
奏
を
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
で
は
、
今
後
も
、

片
品
村
の
活
性
化
と
文
化
の
向
上
を

目
指
し
、
尾
瀬
太
鼓
の
普
及
に
努
め

て
い
く
た
め
に
つ
ぎ
の
と
お
り
会
員

を
募
集
し
ま
す
。

全
身
を
使
っ
て
の
演
奏
は
、
体
力

づ
く
り
、
ま
た
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
は

生
活
の
リ
ズ
ム
を
養
う
こ
と
に
結
び

つ
く
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
和
太
鼓
を
は
じ
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
入
会
資
格

村
内
の
小
学
校
一
年
生
以
上
の
方

○
練
習
日

毎
週
月
・
木
、
午
後
七
時
か
ら

○
練
習
場
所

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

○
申
し
込
み
・
問
い
合
せ

四
月
末
日
ま
で
に
役
場
む
ら
づ
く

り
観
光
課
内
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
事

務
局
へ

1
５
８
ー
２
１
１
２

尾
瀬
太
鼓
の

会
員
募
集
!!

写真と特産品をＰＲ

六支部役員による『マツケンサンバⅡ』

最終公演では、観客も一緒に踊る

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
が
片

品
村
戸
倉
で
実
施
し
て
き
た
戸
倉
ダ

ム
建
設
事
業
が
、
こ
の
三
月
三
十
一

日
を
も
っ
て
廃
止
・
終
了
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
片
品
川
上
流

に
高
さ
百
五
十
八
ｍ
、
総
貯
水
容
量

九
千
二
百
万
㌧
の
ダ
ム
を
建
設
し
下

流
都
県
に
水
道
用
水
を
供
給
す
る
こ

と
と
洪
水
調
節
を
行
う
計
画
で
昭
和

五
十
七
年
四
月
よ
り
調
査
や
用
地
の

取
得
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
十
五
年
十
二
月
に
事
業
の
中
止

が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
工

事
箇
所
の
原
形
復
旧
や
施
設
の
撤
去

工
事
な
ど
を
実
施
し
、
こ
の
た
び
事

業
の
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
戸
倉
区
を
は
じ
め
と
す

る
村
民
の
皆
様
に
は
、
ダ
ム
や
貯
水

池
の
予
定
地
で
あ
っ
た
土
地
の
提
供

や
付
替
道
路
な
ど
の
工
事
計
画
の
受

入
な
ど
、
絶
大
な
る
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま　
た　
、　
事
業
中
止
と

い
う
衝
撃
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
情

を　
ご　
理
解
し　
て　
い　
た　
だ　
き　
、　
事
業
廃
止

に　
向
け　
て　
の　
工
事
に　
お　
い　
て　
は　
様
々

な
形
で
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
村
民
の
皆
様
方
よ

り
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
支
援
・
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

戸
倉
ダ
ム
建
設
所

戸
倉
ダ
ム
建
設
事
業
の

終
了
に
つ
い
て

「
危
険
に
遭
遇
し
た
時
、
自
分
を

守
る
の
は
他
人
で
は
な
く
自
分
自
身

で
す
」
奇
怪
犯
罪
が
多
発
す
る
昨
今
、

お
子
さ
ん
に
柔
道
を
進
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
体
育
協
会
柔
道
部
で
は
、
小

学
一
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
柔
道
教

室
練
習
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
練
習
日
　

水
・
土
　
午
後
七
時
三
十
分
〜

片
中
体
育
館
柔
道
場

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

田
村
哲
男
（
田
村
接
骨
院
）

1
５
８
ー
４
１
２
０
ま
で
　

★
少
年
柔
道
教
室

生
徒
募
集
★

尾瀬国体アトラクションでも演奏
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昨
年
四
月
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

開
幕
し
た
社
会
体
育
の
区
対
抗
競
技

も
三
月
の
ス
キ
ー
大
会
を
も
っ
て
、

平
成
十
七
年
度
の
競
技
が
す
べ
て
終

了
し
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
婦
人
会
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
対
象
外
と
な
り
ま
し

た
が
、
村
民
運
動
会
を
は
じ
め
各
競

技
に
お
い
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
結
果
、
第
三
区
が
優
勝
で
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に

替
え
る
予
定
で
あ
り
、
他
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
村
民
運
動
会
等
と
あ

わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

な
お
、
詳
し
い
結
果
と
平
成
十
八

年
度
の
各
区
持
点
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

平
成
十
七
年
度
　

社
会
体
育
総
合
優
勝

片品村社会体育総合優勝制度　平成１7年度得点表

2 3 2 5 5 6
29.0 17.0 46.0 5

7 5.5 7 2.5 4 3

6 6 6 5 8 4
17.5 33.5 51.0 2

3 3 3 2.5 1 5

5 5 5 2 3 1
33.0 21.5 54.5 1

4 4 4 7 6 8

3 2 7 3 4 7
27.5 20.5 48.0 4

6 7 2 5.5 5 2

1 1 4 1 1 3
43.0 0.0 43.0 7

8 8 5 8 8 6

棄権 7 1 5 6 8
16.0 21.5 37.5 8

1.5 8 2.5 3 1

7 7 8 5 7 2
16.0 33.0 49.0 3

2 1.5 1 2.5 2 7

4 3 3 3 2 5
33.0 13.0 46.0 5

5 5.5 6 5.5 7 4

三
月
二
十
四
日
（
金
）、
尾
瀬
戸

倉
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
各
区
の
代
表

選
手
と
選
手
権
申
込
者
約
八
十
名
が

参
加
し
、
第
十
七
回
区
対
抗
ス
キ
ー

大
会
兼
第
三
十
七
回
片
品
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
早
朝
よ
り

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
区
対
抗

優
　
勝
　
　
第
三
区

準
優
勝
　
　
第
七
区

第
三
位
　
　
第
五
区

★
片
品
選
手
権

成
年
男
子
Ａ

優
　
勝
　
　
本
多
　
雅
也
（
８
区
）

準
優
勝
　
　
萩
原
　
大
介
（
７
区
）

第
三
位
　
　
大
竹
　
英
樹
（
１
区
）

成
年
男
子
Ｂ
　

優
　
勝
　
　
三
浦
　
幸
治
（
２
区
）

準
優
勝
　
　
吉
野
　
良
孝
（
６
区
）

第
三
位
　
　
松
田
　
隆
一
（
８
区
）

成
年
男
子
Ｃ
　

優
　
勝
　
　
星
野
　
　
彰
（
６
区
）

準
優
勝
　
　
星
野
　
　
博
（
３
区
）

第
三
位
　
　
千
明
　
邦
昭
（
８
区
）

壮
年
Ａ
　

優
　
勝
　
　
戸
丸
　
志
郎
（
３
区
）

準
優
勝
　
　
星
野
　
　
祥
（
１
区
）

第
三
位
　
　
入
澤
　
秀
雄
（
オ　
ー　
プ　
ン　
）

壮
年
Ｂ
　

優
　
勝
　
　
入
澤
　
長
二
（
５
区
）

準
優
勝
　
　
星
野
　
政
雄
（
２
区
）

第
三
位
　
　
萩
原
　
　
始
（
７
区
）

成
年
女
子
Ａ
　

優
　
勝
　
　
笠
原
　
　
和
（
５
区
）

準
優
勝
　
　
星
野
　
咲
織
（
５
区
）

第
三
位
　
　
萩
原
　
光
穂
（
７
区
）

成
年
女
子
Ｂ
　

優
　
勝
　
　
新
井
　
美
奈
（
オ　
ー　
プ　
ン　
）

準
優
勝
　
　
入
澤
す
み
江
（
オ　
ー　
プ　
ン　
）

第
三
位
　
　
萩
原
け
い
子
（
７
区
）

個
人
総
合
優
勝
　

男
　
子
　
　
三
浦
　
幸
治
（
２
区
）

女
　
子
　
　
笠
原
　
　
和
（
５
区
）

区
対
抗
ス
キ
ー
大
会

兼

片
品
ス
キ
ー

選
手
権
大
会

区
対
抗
ス
キ
ー
大
会

兼

片
品
ス
キ
ー

選
手
権
大
会

は
み
な
か
み
町
か
ら
も
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
子
供
達
だ
け
で
は
な
く
、

審
判
、
読
み
手
な
ど
大
人
の
方
々
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
結
果
●

高
学
年
団
体
の
部
　
優
勝

鹿
　
野
　
真
　
梨

戸
　
丸
　
里
　
美

戸
　
丸
　
　
　
葵

低
学
年
団
体
の
部
　
優
勝

金
　
子
　
萌
　
菜

中
　
沢
　
優
　
菜

中
　
沢
　
恭
　
兵

団
体
の
部
　
二
部
　
優
勝

金
　
子
　
乃
　
笑

戸
　
部
　
愛
　
理

中
　
沢
　
恵
里
香

高
学
年
個
人
の
部
　
優
勝

山
　
田
　
郁
　
歩

低
学
年
個
人
の
部
　
優
勝

茂
　
原
　
颯
　
大

個
人
の
部
　
二
部
　
優
勝

梶
　
原
　
千
　
鶴

三
月
十
二
日
（
日
）
第
二
十
九
回

群
馬
県
小
学
生
総
合
体
育
大
会
ス
キ

ー
競
技
会
が
水
上
町
で
、
三
月
四
日

（
土
）
・
五
日
（
日
）
の
二
日
間
、

第
三
十
五
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
ス
キ
ー
交
流
大
会
が
草
津
町
・
嬬

恋
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
総
体
に
男
女
合
わ
せ
て
五

十
二
名
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー

交
流
大
会
に
男
女
合
わ
せ
て
三
十
二

名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。
選
手
、

役
員
、
コ
ー
チ
の
皆
様
大
変
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

★
小
学
生
総
体
入
賞
者
（
六
位
ま
で
）

大
回
転
女
子
四
年
生
の
部

優
　
勝
　
横
坂
　
直
美
（
片
小
）

第
四
位
　
星
野
和
華
子
（
武
小
）

第
六
位
　
入
澤
　
澄
玲
（
片
小
）

大
回
転
男
子
四
年
生
の
部

第
六
位
　
千
明
　
聖
耶
（
片
小
）

距
離
女
子
四
年
生
の
部

優
　
勝
　
星
野
あ
す
実
（
武
小
）

準
優
勝
　
西
塔
　
瑠
美
（
片
小
）

距
離
男
子
四
年
生
の
部

優
　
勝
　
芝
崎
　
博
崇
（
片
小
）

準
優
勝
　
小
笠
原
鯨
太
（
片
小
）

大
回
転
女
子
五
年
生
の
部

優
　
勝
　
星
野
今
日
子
（
南
小
）

大
回
転
男
子
五
年
生
の
部

準
優
勝
　
大
竹
　
素
直
（
片
小
）

第
六
位
　
帰
山
　
駿
斗
（
北
小
）

距
離
女
子
五
年
生
の
部

優
　
勝
　
入
澤
　
美
有
（
片
小
）

第
四
位
　
星
野
　
悠
希
（
片
小
）

第
五
位
　
笠
原
智
絵
美
（
片
小
）

第
六
位
　
小
須
田
　
梓
（
片
小
）

距
離
男
子
五
年
生
の
部

優
　
勝
　
横
坂
　
亮
太
（
片
小
）

準
優
勝
　
萩
原
　
　
優
（
北
小
）

第
三
位
　
星
野
　
巨
人
（
片
小
）

大
回
転
女
子
六
年
生
の
部

優
　
勝
　
星
野
　
李
奈
（
片
小
）

準
優
勝
　
笠
原
　
聡
美
（
片
小
）

第
四
位
　
佐
藤
江
里
子
（
南
小
）

大
回
転
男
子
六
年
生
の
部

準
優
勝
　
星
野
　
凱
成
（
片
小
）

第
四
位
　
横
坂
　
隆
弥
（
片
小
）

距
離
女
子
六
年
生
の
部

第
三
位
　
桑
原
み
ず
き
（
武
小
）

第
五
位
　
山
�

薫
（
片
小
）

第
六
位
　
大
竹
　
千
尋
（
片
小
）

距
離
男
子
六
年
生
の
部

第
四
位
　
飯
塚
　
　
将
（
武
小
）

第
五
位
　
西
塔
　
　
廉
（
片
小
）

第
六
位
　
星
野
　
堅
人
（
武
小
）

★
ス
ポ
少
大
会
入
賞
者
（
十
位
ま
で
）

大
回
転
女
子

優
　
勝
　
星
野
　
李
奈
（
片
小
）

準
優
勝
　
笠
原
　
聡
美
（
片
小
）

第
三
位
　
佐
藤
江
里
子
（
南
小
）

第
五
位
　
今
泉
　
友
理
（
南
小
）

第
七
位
　
萩
原
　
　
梢
（
北
小
）

第
十
位
　
星
野
　
愛
生
（
片
小
）

大
回
転
男
子

第
三
位
　
横
坂
　
隆
弥
（
片
小
）

第
六
位
　
星
野
　
凱
成
（
片
小
）

距
離
女
子

第
三
位
　
桑
原
み
ず
き
（
武
小
）

第
四
位
　
笠
原
智
絵
美
（
片
小
）

第
五
位
　
山
�

薫
（
片
小
）

第
七
位
　
小
須
田
　
梓
（
片
小
）

第
八
位
　
大
竹
　
千
尋
（
片
小
）

第
九
位
　
星
野
　
悠
希
（
片
小
）

距
離
男
子

第
四
位
　
飯
塚
　
　
将
（
武
小
）

第
六
位
　
西
塔
　
　
廉
（
片
小
）

第
九
位
　
芝
崎
　
博
崇
（
片
小
）

距
離
リ
レ
ー
女
子

準
優
勝
　
片
品
Ａ
チ
ー
ム

星
野
あ
す
実

笠
原
智
絵
美

桑
原
み
ず
き

距
離
リ
レ
ー
男
子

準
優
勝
　
片
品
Ａ
チ
ー
ム

星
野
　
堅
人

千
明
大
士
郎

飯
塚
　
　
将

西
塔
　
　
廉

第
三
位
　
片
品
Ｂ
チ
ー
ム

萩
原
　
　
優

星
野
　
巨
人

星
野
　
直
樹

芝
崎
　
博
崇

▽
期
間
　
四
月
六
日
〜
十
五
日

▽
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
確
か
め
て
歩
行

者
・
自
転
車
・
横
断
者

▽
運
動
の
重
点

・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
交
差
点
（
付
近
）
の
交
通
事
故
防

止新
入
学
・
新
学
期
の
季
節
を
迎

え
、
新
し
い
交
通
環
境
に
慣
れ
て
い

な
い
子
供
の
歩
行
中
の
事
故
や
、
高

齢
者
の
運
転
中
の
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
。
運
転
者
は
、
子
供
と
高
齢
者

に
配
慮
し
た
運
転
を
お
願
い
し
ま

す
。お

互
い
に
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

を
守
り
ゆ
と
り
の
運
転
を
し
て
悲
惨

な
事
故
が
一
件
で
も
減
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
学
生
総
合
体
育
大
会

ス
キ
ー
競
技
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
キ
ー
交
流
大
会

小
学
生
総
合
体
育
大
会

ス
キ
ー
競
技
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
キ
ー
交
流
大
会

第
八
回

花
の
駅
か
る
た
大
会

第1区

第2区

第3区

第4区

第5区

第6区

第7区

第8区

第
三
区

優
勝
！

順位

得点

順位

得点

順位

得点

順位

得点

順位

得点

順位

得点

順位

得点

順位

得点

大会名

区

村長杯
ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ

大会
ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ ゴルフ大会 野球大会 村民運動会 スキー大会 獲得得点

Ａ
持ち点

Ａ
得　点
Ａ+Ｂ

順　位

翌年度各区持ち点：不参加種目については、その得点は｢0｣であるが､持ち点計算上は6位と7位の中間得点｢2.5｣を獲
得したものとして、次年度持ち点から差し引く。

翌年度
各区持ち点

第１区 第２区 第３区 第４区 第５区 第６区 第７区 第８区

14.0 25.5 10.0 15.5 0.0 24.5 27.0 10.0

3月とは思えない良好なコース

男子アルペンチームで記念に

クロカンリレーのスタート

三
月
二
十
四
日
（
金
）
に
花
の
駅

片
品
に
お
い
て
、
上
毛
か
る
た
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
八
十

二
名
と
今
ま
で
で
最
も
多
く
、
遠
く

かるた大会

春
の

全
国
交
通
安
全
運
動

春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
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◎
区
　
長

第
一
区
長
　
高
　
橋
　
恵
　
吉

第
二
区
長
　
千
　
明
　
貞
　
夫

第
三
区
長
　
金
　
子
　
鉄
　
二

第
四
区
長
　
星
　
野
　
辰
　
衛

第
五
区
長
　
笠
　
原
　
一
　
利

第
六
区
長
　
星
　
野
　
　
　
明

第
七
区
長
　
萩
　
原
　
和
　
美

第
八
区
長
　
須
　
藤
　
　
　
大

◎
区
長
代
理

第
一
区
長
代
理
　
星
　
野
　
益
　
夫

第
二
区
長
代
理
　
三
　
浦
　
　
　
静

第
三
区
長
代
理
　
横
　
坂
　
新
　
一

第
四
区
長
代
理
　
千
　
明
　
　
　
清

第
五
区
長
代
理
　
桑
　
原
　
　
　
清

第
六
区
長
代
理
　
鏑
　
木
　
文
　
男

第
七
区
長
代
理
　
帰
　
山
　
　
　
徹

第
八
区
長
代
理
　
横
　
坂
　
臣
　
一

◎
組
　
長

須
賀
川
　
　
星
　
野
　
　
　
力

御
座
入
　
　
星
　
野
　
伸
　
司

菅
　
沼
　
　
大
　
竹
　
文
　
夫

築
　
地
　
　
千
　
明
　
　
　
茂

下
　
平
　
　
高
　
橋
　
秀
　
明

摺
　
渕
　
　
千
　
明
　
貞
　
夫

幡
　
谷
　
　
三
　
浦
　
　
　
静

登
　
戸
　
　
八
須
賀
　
一
　
幸

栃
久
保
　
　
佐
　
藤
　
四
　
郎

鍛
冶
屋
　
　
星
　
野
　
　
　
正

山
　
崎
　
　
高
　
山
　
和
　
義

栗
　
生
　
　
戸
　
丸
　
一
　
夫

針
　
山
　
　
横
　
坂
　
新
　
一

上
小
川
　
　
千
　
明
　
義
　
栄

穴
　
沢
　
　
森
　
　
　
正
　
志

中
　
井
　
　
星
　
野
　
重
　
雄

下
小
川
　
　
須
　
藤
　
忠
　
晴

太
　
田
　
　
桑
　
原
　
郁
　
正

細
工
屋
　
　
笠
　
原
　
主
　
寿

阿
　
村
　
　
佛
　
川
　
政
　
利

上
　
而
　
　
入
　
澤
　
一
　
則

中
　
里
　
　
新
　
井
　
　
　
一

新
　
井
　
　
星
　
野
　
　
　
学

古
　
仲
　
　
萩
　
原
　
正
　
平

伊
閑
町
　
　
萩
　
原
　
道
　
雄

閑
　
野
　
　
吉
　
野
　
一
　
芳

戸
　
倉
　
　
松
　
浦
　
文
　
男

鎌
田
一
　
　
山
　
崎
　
広
　
樹

鎌
田
二
　
　
入
　
澤
　
清
　
信

鎌
田
三
　
　
柳
　
　
　
育
　
治

鎌
田
四
　
　
入
　
澤
　
　
　
栄

鎌
田
五
　
　
大
　
竹
　
　
　
実
　

◎
消
防
団
員

ラ
ッ
パ
長
　
　
飯
　
塚
　
洋
　
明

第
一
分
団
長
　
桑
　
原
　
隆
　
信

第
二
分
団
長
　
星
　
野
　
達
　
哉

第
三
分
団
長
　
永
　
井
　
啓
　
之

第
四
分
団
長
　
星
　
　
　
高
　
充

◎
交
通
指
導
員

隊
　
長
　
　
鈴
　
木
　
　
　
仁

副
隊
長
　
　
星
　
野
　
辰
　
也

片
品
南
小
学
校

◎
転
　
出

教
　
諭

林
　
佳
子
　
（
昭
和
・
南
小
）

武
尊
根
小
学
校

◎
転
　
出

校
　
長

�
橋
　
忠
　
（
川
田
小
）

教
　
諭

松
井
　
和
則
（
月
夜
野
北
小
）

◎
転
　
入

校
　
長

中
沢
　
守
　
（
渋
川
北
中
）

教
　
諭

林
　
靖
彦
　
（
高
崎
・
六
郷
小
）

大
島
　
崇
　
（
渋
川
中
）

片
品
中
学
校

◎
転
　
出

教
　
諭

三
浦
　
知
哉
（
榛
名
養
護
沼
田
分
校
）

深
津
　
知
宏
（
沼
田
中
）

事
務
主
任

星
野
　
郁
史
（
新
治
中
）

◎
転
　
入

教
　
諭

古
田
島
　
茂
（
月
夜
野
中
）

加
藤
　
大
禅

主
幹
兼
事
務
長
　
　
　

大
嶋
　
良
子
（
新
巻
小
）

転
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

片
品
小
学
校

◎
転
　
出

校
　
長

矢
内
　
　
健
一
（
川
場
小
）

教
　
諭
　

遠
藤
　
　
　
仁
（
新
治
中
）

小
曽
根
理
佳
子
（
沼
田
東
小
）

中
島
　
　
沙
織
（
太
田
・
中
央
小
）

◎
転
　
入

校
　
長

小
林
　
兵
衛
（
平
川
小
）

教
　
諭
　

中
村
　
純
一
（
猿
ヶ
京
小
）

北
原
　
君
子
（
沼
田
小
）

松
島
　
聡
子
（
池
田
中
）

片
品
北
小
学
校

◎
転
　
出

教
　
諭

星
野
　
正
　
（
利
南
東
小
）

星
野
千
寿
子
（
沼
田
北
小
）

教
職
員
人
事
異
動

平
成
十
八
年
度
新
役
員

平
成
十
八
年
度
役
場
等
各
課
の
職
員
を
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、
氏
名
の
下
の
（

）
内

は
前
の
所
属
課
等
で
す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

村
　
　
　
長

千
明
　
金
造

教
　
育
　
長

須
藤
　
澄
夫

総
　
務
　
課

課
　
　
長

萩
原
　
重
夫

課
長
補
佐

星
野
　
純
一

〃

佐
藤
　
八
郎
（
教
委
昇
任
）

係
　
　
長

萩
原
　
栄
作

〃

川
田
　
貴
広
　
　

〃

星
野
　
孝
行
　

主
　
　
査

鈴
木
　
幸
光

〃

大
竹
　
篤
保

県
派
遣

萩
原
　
一
彰

主
　
　
任

井
上
憲
一
郎

主
　
　
事

川
合
　
美
孔
（
生
環
）

公
　
　
仕

小
林
　
智
春
（
片
小
公
）

出
　
納
　
室

収
入
役
代
理
住
課
併
任

係
　
　
長

萩
原
　
睦
久

住
　
民
　
課

課
　
　
長

桑
原
　
正
典
（
事
業
）

課
長
補
佐

星
野
た
か
子

〃

小
林
　
恵
一
（
生
環
）

係
　
　
長

山
崎
　
康
広

〃

星
野
　
重
吉
（
む
ら
観
）

〃

三
浦
さ
く
子

〃

梅
澤
　
康
明

主
　
　
任

小
柳
　
勝
治

〃

星
野
　
咲
織

〃

高
橋
　
功
一
（
県
か
ら
）

保
健
福
祉
課

課
　
　
長

桑
原
　
和
一
（
教
委
）

課
長
補
佐

星
野
あ
き
江

〃

星
野
　
一
男

係
　
　
長

星
野
　
市
子

〃

倉
田
　
秀
和

〃

戸
丸
　
徳
子
（
議
会
事
）

〃

狩
野
　
久
良

主
　
　
査

保
坂
　
直
行
（
県
か
ら
）

主
　
　
任

鏑
木
　
　
勲
（
事
業
）

〃

星
野
　
由
里

〃

高
山
さ
お
り

県
派
遣

大
竹
　
和
美
（
国
体
）

主
　
　
事

星
野
　
賀
代

保
健
師

住
谷
　
真
里

〃

黒
澤
　
郁
美

〃

高
山
　
慶
子
（
新
採
用
）

（
臨
）

草
地
ゆ
り
ゑ

片
品
保
育
所

所
　
　
長

萩
原
都
喜
子

主
　
　
任

星
野
　
と
み

保
育
士

原
澤
　
千
歳

〃

鹿
野
三
枝
子

〃

佐
藤
日
出
美

〃

千
明
久
美
子

〃

星
野
　
綾
香

公
　
　
仕

林
　
　
秋
子

（
臨
）

須
藤
美
江
子

〃

林
　
　
欣
子
（
摺
保
）

〃

中
村
　
勝
美

片
品
北
保
育
所

所
　
　
長

星
野
　
幸
子

主
　
　
任

宮
田
　
和
子

保
育
士

千
明
ま
ち
子

〃

吉
野
も
も
え

（
臨
）

星
野
ふ
じ
ゑ

（
パ
）

星
野
　
久
子

片
品
南
保
育
所

所
　
　
長

星
野
　
怏
子

主
　
　
任

萩
原
　
　
均

保
育
士

星
野
　
洋
子
（
摺
保
）

〃

大
竹
　
克
枝
　

（
臨
）

鹿
野
　
三
江

（
臨

松
浦
　
華
恵

（
パ
）

星
野
美
代
子

鎌
田
児
童
館

主
任
厚
生
員
星
野
ト
ミ
江

生
活
環
境
課

課
　
　
長

笠
原
　
市
雄

係
　
　
長

金
子
　
賢
司
（
総
務
）

〃

武
藤
　
秀
文

〃

須
藤
　
育
美

〃

戸
丸
　
権
次
（
国
体
）

主
　
　
査

青
木
　
　
厚
（
農
建
）

〃

高
山
　
昭
弘
（
教
委
）

農
林
建
設
課

課
　
　
長

星
野
　
芳
弘

課
長
補
佐

吉
野
　
耕
治

係
　
　
長

星
野
　
朋
美

〃

星
野
　
勝
志

主
　
　
査

金
子
　
　
学

主
　
　
任

戸
丸
　
幸
生

〃

金
子
小
百
合

〃

星
野
　
一
忠
（
国
体
）

農
共
派

三
浦
　
幸
治
（
国
体
）

事
業
課

課
　
　
長

桑
原
健
一
郎
（
衛
生
）

係
　
　
長

飯
塚
　
睦
夫

〃

星
野
　
孝
俊

〃

萩
原
　
正
夫
（
生
環
）

主
　
　
任

須
藤
　
錦
作

〃

萩
原
　
里
美

主
　
　
事

戸
丸
　
貴
雄

む
ら
づ
く
り
観
光
課

課
　
　
長

桑
原
　
　
護
（
昇
任
）

課
長
補
佐

木
下
　
浩
美

係
　
　
長

千
明
　
新
一
（
国
体
）

〃

星
野
　
勝
彦

〃

萩
原
　
明
富
（
農
建
）

〃

清
水
　
　
泰
（
水
資
源
）

〃

加
藤
　
　
勲
（
県
か
ら
）

主
　
　
査

須
藤
　
幸
夫
（
生
環
）

〃

星
野
　
英
二

〃

星
野
　
幹
也
（
国
体
）

主
　
　
任

矢
野
　
明
功
（
県
か
ら
）

〃

星
野
　
秀
弘

議
会
事
務
局

局
　
　
長

小
浜
　
貞
夫

主
　
　
任

星
野
　
照
子
（
保
福
）

教
育
委
員
会
事
務
局

次
　
　
長

星
野
　
準
一
（
国
体
）

課
長
補
佐

星
野
　
喜
市
（
事
業
）

係
　
　
長

千
明
建
太
郎

〃

大
竹
　
光
一
（
む
ら
観
）

〃

桑
原
　
信
一

〃

中
村
　
　
学
（
国
体
）

主
　
　
任

三
浦
由
妃
恵

主
　
　
事

高
橋
　
卓
也
（
農
建
）

指
導
主
事

角
田
　
　
巧
（
県
か
ら
）

社
教
主
事

樋
口
　
　
徹
（
県
か
ら
）

英
語
指
導

デ　
イ　
ナ　
・　
ア　
ク　
ス　
イ　
レ　
ス　

（
片
小
公
）

入
澤
　
晴
海
（
片
北
公
）

（
片
北
公
）

田
村
恵
美
子
（
総
務
）

（
片
南
公
）

星
野
　
育
美

（
武
小
公
）

星
野
　
澄
子

（
片
中
公
）

須
藤
　
松
子

給
食
セ
ン
タ
ー

所
　
　
長

次
長
　
併
任

主
　
　
任

深
見
　
ま
み

栄
養
士

林
　
　
清
子

（
臨
）

星
野
　
松
江

〃

庄
司
三
和
子

〃

永
井
し
づ
子

〃

入
澤
　
幸
重
　
　
　

（
臨
運
）

千
明
　
博
治
　

〃

星
野
　
一
夫

尾
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
局

局
　
　
長

星
野
　
幸
雄
（
観
協
）

次
　
　
長

小
林
　
郁
夫
（
沼
田
）

係
　
　
長

原
澤
　
博
美

技
術
主
査

高
橋
　
裕
之

〃

高
山
　
耕
一

〃

星
野
　
寿
之

技
術
主
任

星
野
　
晃
一

〃

小
林
　
正
久

〃

小
林
登
志
喜

技
術
員

高
橋
　
政
樹
（
教
委
）

〃

小
林
　
勝
寿

社
会
福
祉
協
議
会

局
　
　
長

田
村
　
利
夫

活
動
専
門

星
野
ふ
き
子

介
護
専
門

星
野
久
美
子

主
　
　
任

千
明
　
長
三

ヘ
ル
パ
ー

星
野
　
弘
美

（
臨
へ
）

梅
澤
　
正
子

観
光
協
会
　

局
　
　
長

萩
原
　
正
信
（
国
体
）

主
　
　
任

永
井
　
利
和

倉
田
　
　
剛

松
田
ひ
と
み

退
職
者

大
竹
　
將
彦
出
納
室
長

星
野
　
宏
彦
保
福
課
長

井
上
光
三
郎
住
民
課
長

林
　
　
聖
子
む
ら
観
光
課
長

小
林
　
信
治
総
務
係
長

青
木
　
佳
代
む
ら
観
光
課

死
亡
退
職
　

星
野
　
義
則
住
民
係
長

県
に
戻
る
職
員

大
坪
　
　
哲
国
体
事
務
局

星
野
　
利
男
む
ら
観
光
課

平
成
十
八
年
度

片
品
村
役
場
職
員



13

広報かたしなＨ18.4

12

広報かたしなＨ18.4

十
年
以
上
前
の
片
品
村
総
合
文
化

展
絵
画
の
部
に
、
人
目
を
引
き
つ
け

る
作
品
が
あ
っ
た
。
朱
色
が
鮮
明
な

仏
画
だ
っ
た
。
作
者
は
同
名
な
ら
顔

は
知
っ
て
い
る
が
、
ま
さ
か
あ
の
人

が
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
作
品
を
描

く
の
だ
ろ
う
か
と
、
暫
く
の
間
見
入

っ
て
し
ま
っ
た
。
確
認
し
た
と
こ
ろ

作
者
は
須
賀
川
の
星
野
壮
一
さ
ん
で

間
違
い
な
か
っ
た
。

あ
れ
か
ら
年
月
は
経
っ
た
が
、
壮

一
さ
ん
は
何
年
か
お
き
に
素
晴
ら
し

い
作
品
を
文
化
展
に
出
品
し
て
き
た
。

写
真
で
も
わ
か
る
と
思
う
が
、
第

一
印
象
は
近
寄
り
が
た
そ
う
な
の
で

取
材
を
遠
慮
し
て
い
た
が
、
広
く
作

品
と
作
者
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

取
材
を
お
願
い
し
た
。

壮
一
さ
ん
は
昭
和
十
七
年
須
賀
川

で
生
ま
れ
育
っ
た
。
学
生
時
代
は
学

業
よ
り
家
業
の
山
林
業
を
多
く
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
。
二
十

二
才
ま
で
山
林
に
入
っ
て
働
く
間
、

数
多
く
の
仏
様
を
観
た
こ
と
が
仏
画

を
描
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
六
十

才
ま
で
は
仕
事
の
休
み
の
合
間
を
見

つ
け
て
描
い
て
い
た
が
、
今
は
季
節

の
変
わ
り
目
に
時
間
が
と
れ
る
の

で
、
作
品
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
。

若
い
時
は
、
仏
画
を
描
き
な
が
ら
、

木
彫
り
の
印
鑑
を
彫
り
、
桐
の
下
駄

も
作
っ
た
。
下
駄
を
作
っ
た
余
り
の

材
料
で
桐
の
引
き
出
し
も
作
る
な

ど
、
手
先
の
器
用
さ
は
ど
こ
か
ら
来

る
も
の
か
。
本
人
曰
く
「
自
分
で
形

を
作
り
た
い
と
い
う
気
が
仏
画
で
あ

っ
た
り
、
桐
の
下
駄
で
あ
っ
た
り
す

る
。」
と
言
葉
少
な
に
話
す
。

星
　
野
　
壮
　
一
さ
ん

須
賀
川
　
仏
画
家

四
十
数
年
仏
画
を
描
く
う
ち
に
、

最
近
、
家
や
仕
事
場
で
般
若
心
経
を

自
然
に
口
ず
さ
ん
で
し
ま
う
。

「
絵
を
描
け
な
い
の
は
ご
飯
を
食

べ
ら
れ
な
い
よ
り
つ
ら
い
」
と
い
う

壮
一
さ
ん
の
書
斎
に
は
、
現
在
作
成

中
の
「
孔
雀
明
王
」
が
黄
金
の
羽
を

広
げ
て
い
た
。

片
品
村
で
、
第
二
回
目
の
国
体
が
、

村
の
総
力
あ
げ
て
の
取
組
で
無
事
終

了
し
た
こ
と
は
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
振
り
返
っ
て
、
尾
瀬
国
体

の
始
ま
る
二
ヶ
月
ほ
ど
前
、
国
体
開

会
式
の
後
、
宮
様
が
武
尊
根
小
学
校

を
ご
訪
問
さ
れ
る
と
い
う
話
が
持
ち

上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
折
ど
う
宮
様

を
お
迎
え
す
る
か
と
い
う
話
が
内
示

さ
れ
、
武
尊
根
小
の
支
援
組
織
、
武

尊
根
小
知
恵
袋
委
員
会
に
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
、
こ
の
委

員
会
を
中
心
に
し
て
、
県
の
知
事
秘

書
課
、
広
報
課
、
教
育
委
員
会
、
県

警
な
ど
の
担
当
者
が
来
校
さ
れ
、
校

長
、
教
頭
先
生
と
私
達
委
員
と
の
話

し
合
い
が
三
回
ほ
ど
繰
り
返
さ
れ
ま

し
た
。
ゼ
ロ
か
ら
の
話
し
合
い
か
ら

始
ま
っ
て
、
具
体
的
構
想
が
一
ヶ
月

ほ
ど
で
固
ま
り
、
そ
の
後
三
回
ほ
ど

の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
た
の
で

す
。
こ
の
地
方
独
特
の
昔
な
が
ら
の

や
き
も
ち
作
り
、
子
供
達
の
昔
の
遊

び
の
中
か
ら
、
竹
馬
と
竹
と
ん
ぼ
を

作
っ
た
り
遊
ん
だ
り
す
る
姿
を
御
覧

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
週
一
時
間
で
約
二
年
間
、

課
外
授
業
と
し
て
私
が
講
師
に
な

り
、
皆
で
取
り
組
ん
だ
俳
句
な
ど
の

文
章
教
室
。
そ
こ
で
作
っ
た
作
品
を

俳
句
は
短
冊
、
詩
を
色
紙
に
書
い
て

御
覧
い
た
だ
こ
う
決
ま
っ
た
の
で

す
。当

日
は
秋
篠
宮
様
や
、
小
寺
知
事

さ
ん
な
ど
沢
山
の
人
た
ち
が
学
校
を

訪
問
さ
れ
、
子
供
達
は
元
気
に
「
こ

ん
に
ち
は
」
と
宮
様
を
迎
え
、
宮
様

も
や
さ
し
く
子
供
達
に
声
を
か
け
ら

れ
、
子
供
達
も
伸
び
伸
び
と
お
話
を

交
わ
し
、
楽
し
く
一
時
間
ほ
ど
の
時

間
が
過
ぎ
た
の
で
す
。

お
帰
り
の
時
、
知
事
さ
ん
な
ど
先

に
玄
関
に
出
て
き
た
の
で
す
が
、
宮

様
が
出
て
き
ま
せ
ん
。
知
事
さ
ん
が

又
中
に
入
り
、
様
子
を
見
て
き
て

「
今
、
宮
様
が
や
き
も
ち
を
召
し
上

が
っ
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
待
っ
て

い
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
話
に
、

村
の
人
は
、
皆
に
こ
に
こ
と
う
な
づ

い
て
い
ま
し
た
。

宮
様
が
出
先
で
物
を
食
べ
ら
れ

る
、
こ
う
し
た
こ
と
は
普
通
な
い
そ

う
で
す
。
楽
し
い
出
来
事
で
し
た
。

こ
れ
も
一
重
に
宮
様
の
歓
迎
に
全
力

で
尽
く
し
て
頂
い
た
村
の
人
、
昔
な

が
ら
の
い
ろ
り
を
用
意
し
て
く
れ
た

片
品
村
農
協
の
方
、
寒
い
中
快
く
学

校
に
集
ま
り
小
旗
を
ふ
っ
て
宮
様
を

歓
迎
し
て
頂
い
た
二
区
の
人
、
多
く

の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
子
供
達
に

も
素
晴
ら
し
い
思
い
出
が
残
り
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

武
尊
根
小
学
校
知
恵
袋
委
員
長

千
明
　
政
夫

今
月
の
匠

Surprise Technology
The world undoubtedly recognizes Japan as a leader in
technology, but I never would've guessed this technology
would include toilets!  The first time I went to the bathroom
here, I was preparing myself to brave the traditional squat-
toilets I heard so much about.  Instead, I was caught
completely off guard by a Western-style toilet resembling a
robot more than a toilet!  With my first glance, I wasn't sure whether I was there to
use the bathroom or play a video game!  Confusion set in as I tried to decipher the
buttons, knobs, and symbols that I discovered around me.  Bidet, spray, intensity
adjuster, sink, and music?  It was all a little intimidating.  I never would've guessed
such luxury!  Sadly, I remember it taking me several minutes to locate the flush
mechanism, which left me trapped and frustrated trying to make sense of a
contraption I only thought I knew.  It's true, America does use Western-style toilets,
but they're far from elaborate.  Go to America and you will find toilets with no
buttons, no music, no warmth, and a one-level flush.  Even Madonna commented
on the warmed toilet seats found in Japan.  If you want a true bathroom experience,
you don't have to go anywhere; it can be found right here!
トイレにびっくり

日本の科学技術は世界に認められています。でもそれがトイレまで含んでいる
とは考えもしませんでした。私がここで初めてトイレに行ったときはあの伝統的
な和式トイレを覚悟していました。ところが、トイレというよりまるでロボット
のような洋式トイレにとても驚きました。一見してそこがトイレなのかそれとも
テレビゲーム室なのかわかりませんでした。ボタンやノブ、記号などが何を意味
するのかちんぷんかんぷんでした。ビデ、スプレー、強弱調整、シンクに音楽？
脅迫のようでもありました。こんな快適さは想像も出来ませんでした。悲しいか
な、どうやって水を流すのかわかるまで数分かかりました。わかっているつもり
でいたこの奇妙な装置のことを理解しようとすると迷路にはまったようにいらい
らしました。アメリカでは間違いなく洋式トイレを使っています。でも、とても
簡素なものです。ボタン、音楽、暖房便座、なにもありません。あのマドンナで
さえ、日本の暖かい便座について語っています。すばらしいトイレを体験したい
ならどこへも行くことはありません。この日本にあります。（スクワットトイレ
とはいい得て妙ですね）

☆生涯学習講座関係
・「古文書を読む会」 下旬

☆社会体育関係
・区対抗ソフトボール大会 14日
・議長杯ゲートボール大会
・社会人野球春季トーナメント戦　
・県民スポーツ祭オープニング大会
・体協長杯グラウンドゴルフ大会

28日　
☆学校関係
○小学校

・修学旅行 26～27日
（振替休業日　29日）

○片小　
・家庭訪問 8日～17日
・役員会議 10日
・東京旅行（５年） 19日
・クリーン作戦 24日
・校外学習（１・２年）

○北小
・家庭訪問 ～1日
・尾瀬学習事前学習 19日

○南小
・学校支援隊打合せ 12日

○武尊根小
・家庭訪問 18日～22日
・避難訓練 18日
・武尊根記録会 31日
・旅行（１～５年） 26日

○片中
・家庭訪問 9日～
・修学旅行 22日～24日
・１、２年校外学習 23日
・１日公開参観日 16日
・環境奉仕日 17日
・尾瀬環境ボランティア 30日
※予定が変更される場もあります。

鎌
田
　
中
村
　
導
子

早
春
の
空
よ
り
こ
ぼ
れ
来
る
雀

日
を
こ
ぼ
し
風
花
こ
ぼ
し
四
温
か
な

鎌
田
　
寺
岡
　
貞
子

三
寒
の
去
り
て
野
辺
路
や
春
の
音

黒
土
を
は
ね
て
連
な
る
芽
水
仙

摺
渕
　
木
村
　
佳
江

枝
打
ち
て
春
風
招
く
杉
木
立

合
格
の
乙
女
は
じ
け
る
電
話
口

須
賀
川
　
大
竹
　
久
代

秋
篠
宮
迎
へ
悴
む
手
に
小
旗

遠
き
日
の
子
育
て
ば
な
し
春
炬
燵

栃
久
保
　
戸
丸
　
好
夫

芽
の
固
き
桃
の
節
句
や
ひ
し
の
餅

梅
園
の
花
の
色
め
く
神
の
庭

鎌
田
　
松
井
亜
作
枝

祝
砲
が
雪
の
原
よ
り
尾
瀬
国
体

風
花
の
舞
う
野
辺
送
り
叔
母
白
寿

越
本
　
笠
原
　
芳
堂

傷
む
ひ
ざ
を
さ
す
り
な
だ
め
つ
春
厨

吾
が
肩
に
星
降
る
如
く
福
寿
草

鎌
田
　
渡
辺
　
和
昭

鵤
鳴
く
蘆
花
記
念
館
の
春
浅
し

寄
生
木
の
実
に
群
を
解
く
緋
連
雀

鎌
田
　
福
田
二
三
四

沈
み
行
く
光
芒
の
峰
春
浅
し

朝　
東　
風　
に　
お　
ど　
り　
て　
乾　
く　
シ　
ー　
ツ　
か　
な　

鎌
田
　
吉
野
　
道
子

こ
と
わ
ざ
の
一
つ
解
け
た
り
春
夕
べ

雨
し
づ
く
た
め
て
肥
れ
り
猫
柳

鎌
田
　
星
野
ト
ミ
エ

春
め
く
や
雀
と
び
か
う
寄
居
山

春
の
琴
船
頭
小
唄
に
父
忍
ぶ

東
小
川
　
千
明
ヒ
ロ
子

滝
と
な
り
水
か
さ
ま
し
て
雪
解
川

お
だ
や
か
に
年
を
か
さ
ね
て
夫
婦
雛

鎌
田
　
星
野
　
光
子

春
立
て
り
食
後
の
錠
剤
一
つ
減
り

強
東
風
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
高
く
舞
ふ

鎌
田
　
星
野
　
歌
子

軒
先
の
溶
け
る
つ
ら
ら
の
早
さ
か
な

竹
折
れ
の
静
け
さ
破
る
春
の
雪

花
咲
　
星
野
　
百
姓

苗
床
を
掘
り
て
つ
か
れ
し
農
始
め

北
風
を
さ
け
て
野
良
猫
春
日
向

摺
渕
　
千
明
　
新
芽

剪
定
の
小
気
味
よ
き
音
日
脚
伸
ぶ

孫
と
行
く
妻
は
な
や
ぎ
て
春
の
街

5月

広
報
文
芸

片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
八
年
三
月
俳
句
会

秋
篠
宮
さ
ま
を
迎
え
て

愛猫と壮一さん絵を始めた頃描いた十二山神

自作の印鑑と桐下駄

和紙に描いた女性

やきもちについて質問される宮様
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介護保険制度
平成１２年度に始まった介護保険制度は、５年ごとに行われる制度の見直しにより１８年度から新しい計画でスタ

ートします。今回の見直しの重点は、「介護予防」「自立支援」の強化です。
制度改正の主な内容は次のとおりです。

介護保険料
平成18年4月から3年間の保険料が変わります。
介護保険料は､国､県､市町村負担金､第1号被保険者保険料（65歳以上）､第２号被保険者保険料（40～64歳）が財源となります。
介護サービス費は、年々増加し今後3年間の費用を算出すると保険料を変更しなくてはなりません。

①
趣
旨

片
品
村
で
は
、
自
然
景
観
・
歴
史

的
建
築
物
・
く
ら
し
の
風
景
な
ど
景

観
と
し
て
誇
れ
る
も
の
、
守
っ
て
い

き
た
い
も
の
を
写
真
と
し
て
残
し
、

多
く
の
方
に
見
て
も
ら
う
と
共
に
、

写
真
を
撮
る
中
で
村
の
良
さ
を
再
発

見
し
、
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
良

好
な
景
観
形
成
の
機
運
の
醸
成
を
図

る
た
め
、　写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

す
る
。

②
募
集
作
品

村
内
の
茅
葺
き
の
民
家
・
蔵
・
な

ど
の
歴
史
的
建
造
物
、
果
樹
園
・
田

畑
な
ど
の
農
業
景
観
、
ブ
ナ
林
・
河

川
な
ど
の
自
然
景
観
、
お
祭
り
・
花

壇
な
ど
の
身
近
な
景
観
を
撮
影
し
た

カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
写
真
（
四
つ
切

り
）
で
、
単
写
真
、
未
発
表
ま
た
は

発
表
予
定
の
な
い
も
の
に
限
り
ま

す
。（
パ
ソ
コ
ン
の
画
像
出
力
は
可

で
す
が
、
画
像
加
工
は
禁
止
。
パ
ソ

コ
ン
出
力
・
銀
塩
処
理
を
明
記
）。

③
募
集
時
期

平
成
十
八
年
秋
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
応
募
希
望
の
方
は
、
今
季

節
か
ら
撮
影
等
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
広

報
「
か
た
し
な
」
等
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

片
品
村
役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課

1
５
８
ー
２
１
１
２

春
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
山
火
事

が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
利
根

沼
田
地
区
の
過
去
五
年
間
に
発
生
し

た
火
災
で
、
四
、
五
月
に
発
生
し
た

件
数
は
全
体
の
半
数
以
上
に
も
及
び

ま
す
。
山
火
事
が
発
生
す
る
と
、
復

本
年
も
労
働
保
険
の
平
成
十
七
年

度
確
定
保
険
料
と
平
成
十
八
年
度
概

算
保
険
料
の
申
告
、
納
付
の
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
労
働
保
険
は
、

労
働
者
の
業
務
上
の
理
由
、
又
は
通

勤
に
よ
る
負
傷
・
疾
病
な
ど
に
対
し

て
必
要
な
給
付
を
行
う
労
働
保
険

と
、
労
働
者
が
失
業
し
た
と
き
に
一

定
の
給
付
を
行
う
雇
用
保
険
を
総
称

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
、
五

月
二
十
九
日
か
ら
、
原
則
と
し
て
、

全
て
の
農
薬
に
残
留
農
薬
基
準
値
が

設
定
さ
れ
、
こ
の
基
準
値
を
超
え
て

農
薬
が
残
留
す
る
農
作
物
な
ど
は
流

通
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

今
回
定
め
ら
れ
る
基
準
値
の
中
に

は
〇．

〇
一
ｐ
ｐ
ｍ
と
い
い
う
非
常

に
厳
し
い
も
の
も
あ
り
、
近
隣
の
畑

か
ら
飛
散
し
た
わ
ず
か
な
農
薬
で
も

問
題
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
よ
り
一
層
、
農
薬
の

元
す
る
に
は
多
く
の
費
用
と
時
間
が

か
か
り
ま
す
。

山
火
事
の
原
因
の
大
部
分
は
、
火

の
不
始
末
等
の
人
為
的
な
も
の
で

す
。
焚
き
火
の
後
は
、
消
火
し
た
の

を
確
認
す
る
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

は
し
な
い
な
ど
、
山
火
事
防
止
に
む

け
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
た
も
の
で
、
こ
の
申
告
・
納
付
を

怠
り
ま
す
と
保
険
制
度
の
円
滑
な
運

営
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
手

続
き
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
の
方
で
、
ま
だ
労
働
保
険
の

加
入
手
続
き
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

及
び
公
共
職
業
安
定
所
に
て
至
急
手

続
き
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
群
馬
労
働
局

総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

1
０
２
７
ー
２
１
０
ー
５
０
０
１
　

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
・
公
共
職
業
安
定
所
へ

ド
リ
フ
ト
（
飛
散
）
防
止
対
策
を
徹

底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
菜
園
や
市
民
農
園
な
ど
で
農

薬
を
使
用
す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

▽
こ
ん
な
時
は
注
意
が
必
要
で
す

・
収
穫
間
近
の
農
作
物
が
周
辺
に
あ

る
と
き

・
周
辺
の
ほ
場
と
の
距
離
が
近
い
と

き
・
周
辺
の
農
作
物
に
使
用
が
認
め
ら

れ
て
い
な
い
農
薬
を
使
用
す
る
と

き
▽
主
な
ド
リ
フ
ト
防
止
対
策

・
農
薬
を
散
布
す
る
こ
と
を
周
辺
の

栽
培
者
に
も
伝
え
、
お
互
い
に
注

意
す
る

・
周
辺
の
農
作
物
に
も
使
用
で
き
る

農
薬
を
使
用
す
る

・
ド
リ
フ
ト
し
に
く
い
剤
型
（
粒
剤

な
ど
）
の
農
薬
を
使
用
す
る

・
ド
リ
フ
ト
が
少
な
い
ノ
ズ
ル
に
付

け
替
え
る

・
農
作
物
の
作
付
け
（
混
植
、
混
作
）

の
見
直
し
を
す
る

・
風
の
弱
い
と
き
に
風
向
き
に
注
意

し
て
散
布
す
る

・
散
布
の
方
向
や
位
置
に
注
意
す
る

・
ほ
場
な
ど
の
境
界
に
遮
蔽
シ
ー
ト

を
設
置
し
た
り
、
ソ
ル
ゴ
ー
な
ど

の
緑
肥
作
物
を
作
付
け
る

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

利
根
農
業
事
務
所
農
業
振
興
課

1
２
３
―
０
１
８
８

第
二
回

片
品
村
「
今
残
し
た
い
片
品
の
景
観
」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

作
品
募
集
に
つ
い
て

農
薬
を
使
用
す
る
方
へ

山
火
事
防
止
に
御
協
力
を 第1回村長賞受賞作品

○認定区分に要支援１・２が加わりました。

○地域支援事業の創設
65歳以上の人を対象にして、介護が必要にならないように介
護予防事業等を実施します。

○地域包括支援センターの設置
（片品村健康管理センター内）

保健師､ケアマネージャー等が主体となって高齢者が住みなれ
た地域で健康的な生活を続けられるように支援する機関です。

・基本機能
1）共通的支援基盤構築

地域に総合的、重層的なサービスネットワークを構築す
ること。

2）総合相談支援・権利擁護
高齢者の相談を把握し、必要なサービスにつなぐこと。

3）包括的・継続的ケアマネジメント支援
高齢者に対し包括的かつ継続的なサービスが提供される
よう、ケアマネジメント体制の構築を支援すること。

4）介護予防マネジメント
介護予防事業、新たな予防給付が効果的、効率的に提供
されるよう適切なマネジメントを行うこと。

旧制度

要介護認定の
非該当者

要支援

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

新制度
要介護認定の

非該当者

要支援1
要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

地域支援事業の
介護予防事業（新規）

介護保険の
介護予防サービス

（新規）

介護保険の
介護予防サービス

（従来どおり）

65歳以上の方の介護保険料は、基準額により6段階に分かれます。

基準額（年額）37,200円

・合計所得金額が確定するのは､6月以降となりますので保険料額の確定も同様になり､それまでは仮算定となります。
・保険料の納付は年､6回です。（4月､6月､8月､10月､12月､2月）

（各納期の保険料は､同額にならない場合があります。）
・納入方法

◎特別徴収‥‥‥‥年金からの天引きによる方法。
（原則として､年金額が年額18万円以上の方の場合。）

◎普通徴収‥‥‥現金または口座振替による方法。
（特別徴収されている場合でも理由により､普通徴収になることがあります。）

第1段階 世帯全員が村民税非課税で生活保護受給者または
14,400円 18,600円

基準額×0.5 老齢福祉年金受給者。
第2段階 世帯全員が村民税非課税で合計所得金額と課税年金収入の

18,600円
基準額×0.5 合計額が80万円・年／以下の方。
第3段階 世帯全員が村民税非課税で合計所得金額と課税年金収入の

27,900円
基準額×0.75 合計額が80万円・年／を超える方。
第4段階

本人が村民税非課税で世帯の中に村民税課税者がいる方。 28､800円 37､200円
基準額×1.0
第5段階

本人が村民税課税で合計所得金額が２００万円未満の方。 36､000円 46､500円
基準額×1.25
第6段階

本人が村民税課税で合計所得金額が２００万円以上の方。 43､200円 55､800円
基準額×1.5

所得段階　　　　　　　　　　　　　　対象になる方
年額保険料

改正前　　　　　　改正後

21,600円
（2段階､3段階
の区分け無し）

片品村役場保健福祉課
介護保健係
158－2111

片品村指定管理者導入状況
平成18年3月20日現在

※他の施設についても今後行う予定です

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

労
働
保
険
、　
年
度
更
新
の
申
告
、　
納
付

は　
「
五
月
二
十
二
日
」　
迄
で
す
。

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ



寄
付
　
金
三
四
、
三
八
〇
円

ア
ル
ミ
缶
回
収
分
を
社
協
へ

片
品
小
学
校
は
、
昨
年
七
月
か
ら

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
「
学
校
近

隣
の
美
化
と
福
祉
に
役
立
て
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
ア
ル
ミ
缶
回
収
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
缶
は
六
四
六
㎏
。
換
金

し
、
三
月
十
四
日
、
四
名
の
児
童
が

学
校
を
代
表
し
て
社
会
福
祉
協
議
会

へ
届
け
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
寄

付
金
は
、
福
祉
の
た
め
に
有
効
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
そ
う
で
す
。
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産院から退院の日、とても
天気が良くて空の青、木々の
若葉や花の色がとても鮮やか
だったので「彩」の字を入れ
ようと思い、画数をみて「彩
楓」と名付けました。

たくさんの人とふれあって、
いろいろな事を吸収して笑顔の似合うおおらかな人
になってもらいたいです。

また、好奇心を大切にして、ワクワクする気持ち
を無くさないでいてほしいと思います。何事にも前
向きに、クヨクヨしたって始まらない!!

いくつかの名前の候補の中
で音の響きから「まや」と決
めました。

そして笠原に合う画数の中
から麻椰という文字を選びま
した。

とにかく「健康」という文字が
似合う子に育ってほしいです。
そして誰からも好かれ頼られる人になってほしいと
思います。

■父：一安■母：佳子
■職業は何ですか：千代田館（土出）で働いています。
■趣味は何ですか：映画鑑賞です。
■片品をどう思いますか、またどうしたいですか
：もっともっとＨＡＰＰＹが多い村にしたいです。
■好きな異性のタイプ
：一緒にいて安心できる人がいいです。
■村民の方へメッセージをお願いします
：片品はオレが守る。あーまだまだ村民でいたい。

彩 楓
あ や か

ちゃん（H17.4.28生）

三浦道明 由妃恵さん（幡谷）のお子さん

麻　椰
ま や

ちゃん（H17.5.25生）
笠原学　克江さん（越本）のお子さん

命名

命名

将来どんな人になってほしいですか

将来どんな人になってほしいですか

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

五
人

今
井
　
孝
志
　
男
　
悠
貴

ゆ
う
き

下
平

大
木
　
高
雄
　
男
　
俊
汰

し
ゅ
ん
た

鎌
田

北
澤
　
　
茂
　
男
　
優
空

ゆ
う
く
う

花
咲

星
野
　
　
正
　
男
　
陽
平

よ
う
へ
い

土
出

千
明
　
秀
和
　
男
　
璃
音

り
お
ん

鎌
田

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
二
人

石
田
　
勝
美
　
六
二
歳
　
花
咲

星
野
　
義
則
　
五
五
歳
　
越
本

▼
道
路
情
報
（
開
通
）

４
／
22

Ｒ
401
戸
倉
交
差
点
〜

４
／
25

Ｒ
120
丸
沼
ス
キ
ー
場入

口
〜

４
／
28

戸
倉
津
奈
木
橋
〜
鳩
待
峠

▼
開
花
情
報

４
／
上
〜
中針

山
座
禅
草

４
／
下
〜
５
／
上

天
王
桜
他

大
清
水
水
芭
蕉

水
芭
蕉
の
森

4月2 2日（土）月夜野病院
2 3日（日）内田病院
2 9日（土）国立沼田病院
3 0日（日）沼田脳神経外科

5月3日（水）内田病院
4日（木）国立沼田病院

5日（金）沼田脳神経外科
6日（土）利根中央病院
7日（日）月夜野病院

1 3日（土）内田病院
1 4日（日）国立沼田病院

◆休日の病院◆（緊急時）

国民健康保険税　第１期

納期は5月1日（月）です

ミ
ニ
情
報

二
月
二
十
日
〜
三
月
十
九
日

社会福祉協議会長に手渡す学校代表児童

善
　
意

善
　
意

大
お お

竹
た け

貴
た か

宏
ひ ろ

さん 越本（19才）




